
　

11月10日㈯　ロシア十月社会主義革命101周年記念集会
「社会主義とは何か ── ラテンアメリカの経験に学ぶ」
講師＝富山栄子（国際交流平和フォーラム）

11月14日㈬　世界の短編小説を読む ―― イプセン『ヘッダ・ガーブレル』（岩波文庫）
講師＝立野正裕（元明治大学教員）　

11月17日㈯　朝鮮民主主義人民共和国が目指す社会とその現状 ── ８月３日から10日までの訪朝の記録と日本人民の課題
報告＝日朝学術教育交流協会・千葉ハッキョの会  合同訪問団
「８日間の映像でみる朝鮮の今」を上映
11月24日㈯　映画『教えられなかった戦争・沖縄編』上映
発言＝斉藤光太郎（HOWS受講生）

12月５日㈬　大西巨人『神聖喜劇』を読む ──「第一部　絶海の章」── 東堂太郎の虚無主義（光文社文庫版第一巻）
アドバイザー＝立野正裕（元明治大学教員）／山口直孝（二松学舎大学教員）

12月８日㈯　日本のナショナリズムと近現代 ── Ⅲ「神話史観」の全面展開と軍国主義（その１）
世話人＝渥美　博（編集者）／土松克典（韓国労働運動研究）

12月12日㈬　世界の短編小説を読む ―― アンデルセン「影法師」（岩波文庫『アンデルセン童話集』第三巻収録）
講師＝立野正裕（元明治大学教員）

12月15日㈯　キューバの女性政策
講師＝キューバ大使館書記官：クラウディオ・モンソン／パトリシア・フレチージャ

１月12日㈯　日本のナショナリズムと近現代 ── Ⅲ「神話史観」の全面展開と軍国主義（その２）
世話人＝渥美　博（編集者）／土松克典（韓国労働運動研究）

１月16日㈬　大西巨人『神聖喜劇』を読む ──「第二部　混沌の章」── 大前田軍曹の「聖戦」批判（光文社文庫版第一巻）
アドバイザー＝立野正裕（元明治大学教員）／山口直孝（二松学舎大学教員）

１月19日㈯　国鉄闘争のなかで考えたこと── 国労稚内闘争団とユーズカンパニーの30年
講師＝田中　博（元国労稚内闘争団）
ビデオ『切り捨てニッポン』（50分）上映

１月23日㈬　世界の短編小説を読む ―― ディーネセン『バベットの晩餐会』（ちくま文庫）
講師＝立野正裕（元明治大学教員）

１月26日㈯　明治150年と天皇制
講師＝原　武史（放送大学教授）

１月30日㈬　第四次安倍内閣の改憲攻撃とどう闘うか ── 改憲発議、天皇制、自衛隊　われわれの闘いを展望する
講師＝内田雅敏（弁護士）

２月６日㈬　「あのとき」の青年と向き合う── オウム真理教から天皇制の問題へ
報告＝伊藤龍哉（HOWS受講生）

２月13日㈬　大西巨人『神聖喜劇』を読む ──「第三部　運命の章」──「安芸」の彼女の諦念（光文社文庫版第二巻）
アドバイザー＝立野正裕（元明治大学教員）／山口直孝（二松学舎大学教員）

２月16日㈯　日本のナショナリズムと近現代 ── Ⅳ国家主義の復活から自民党改憲草案まで（その１）
世話人＝渥美　博（編集者）／土松克典（韓国労働運動研究）

２月20日㈬　世界の短編小説を読む ―― ラーゲルクヴィスト『バラバ』（岩波文庫）
講師＝立野正裕（元明治大学教員）

２月23日㈯　「復興五輪」の宣伝の陰で ── 環境派を利用せよ！  驚愕の収奪作戦 ─ いま、東北地方で起きていること
講師＝金野正晴（自営業）

２月27日㈬　労働組合運動は職場闘争を軸に
報告＝遠藤常夫（清掃労働組合中央支部委員長／中部全労協事務局長）

３月２日㈯　朝鮮半島問題と日本の朝鮮植民地支配責任
講師＝纐纈　厚（明治大学特任教授）

３月９日㈯　３・８国際婦人デー集会
３月13日㈬　大西巨人『神聖喜劇』を読む ──「第四部　伝承の章」── 村崎一等兵の階級意識（光文社文庫版第二巻）
アドバイザー＝立野正裕（元明治大学教員）／山口直孝（二松学舎大学教員）

３月16日㈯　ミンダナオ島におけるカニバリズム── 旧日本軍兵士による住民・戦友人肉食事件
講師＝佐々木辰夫（アジア近現代史研究）

３月20日㈬　マルクス生誕200年 ──『資本論』の生命力を実証する
講師＝鎌倉孝夫（埼玉大学名誉教授）

３月23日㈯　日本のナショナリズムと近現代 ── Ⅳ国家主義の復活から自民党改憲草案まで（その２）
世話人＝渥美　博（編集者）／土松克典（韓国労働運動研究）

３月27日㈬　『雇用されない働き方』はバラ色か ──フリーランスの労働問題を考える
講師＝北　健一（ジャーナリスト）

HOWS講座カレンダー 2018年度後期（11月～ 3月）

HOWS：本郷文化フォーラムワーカーズスクール《講座紹介》2018年度本科後期（11月10日㈯～2019年3月27日㈬）

●現代への疑問と不満を抱き、矛盾の解決をめざす人びとへ ── ここHOWSで、真実の思考を追究しよう！

◎ＨＯＷＳ付属ゼミナール
　HOWS本科生と聴講生は、有志参加による下記ゼミナールに参加でき
ます。参加費は各ゼミ毎に別途お支払いください。

①HOWS文学ゼミ（戦後文学ゼミを改称）
チューター＝山口直孝、松岡慶一
世話人＝斉藤光太郎、飯島聡、松岡慶一

　2000年より武井昭夫、湯地朝雄をチューターとしてはじまった戦後文
学ゼミは、戦後文学を運動論の視点から捉えて検討し、文学運動の今日
における再生を探ろうとする研究会です。これまで、宮本百合子、中野
重治、佐多稲子、花田清輝、大西巨人、武井昭夫の仕事を取り上げたほか、
戦後の文学運動の歩みを確認してきました。

　2000年から2016年まで主に戦後の文学・芸術運動を検証する作業を続
けてきましたが、これを第Ⅰ期として、2018年からは第Ⅱ期、名称も
HOWS文学ゼミで再出発する所存です。第Ⅰ期の作業を継承するのみな
らず、いかにして現在の荒廃した支配的文化状況を変革して、文学・芸
術運動を再生していくかが課題です。

　今期（2018 ～ 2019年）は、以下の報告会を予定しています。
●目取真俊の文学から沖縄を探る
　報告＝斉藤光太郎
●芸術運動の精神 ── 湯地朝雄の批評
　報告＝山口直孝
●近代天皇制と中野重治 ──『村の家』と『五勺の酒』
　報告＝渥美　博
●有島武郎 ── その文学の山脈
　報告＝伊藤龍哉

②群読ゼミ
　世話役＝小松厚子
　台本づくりから朗読まで、参加者全員による共同制作を行ないます。
この作業を通じて参加者がそれぞれに歴史について、また時代状況につ
いて学習をすすめる運動です。
●これまでの制作・作品には、次のものがあります。
　１）いま、私たちの労働現場から ── グローバル化と闘う世界の女性労働者との連帯
　２）私たちの戦争案内 ── 急速に進行する戦争体制づくりに抗して
　３）戦争を止めよう！── あなたも・日常から・世界の女性と共に
　4）戦争を止めよう！ Ⅱ
　５）いま、私たちの労働現場から Ⅱ
　６）私たちはどういう社会をつくりたいのか ── 憲法改悪は誰のため？
　7）憲法改悪反対！　忘れるな　戦争責任と不戦の誓い
　８）共闘こそ力！ ── 壊憲を許すな
　９）先に起つのは君だ ── 戦争･失業･貧困をなくそう
　10）憲法と原発 ── 目を覚ませ！　未来の世代のために
　11）不安だらけの未来はいらない
　12）利益優先の社会はいらない ── 闘おう！　未来のために
　13）さし迫る壊憲の危機 ── 知らなかったではすまされません
　14）すでに始まっている戦争への道 ── 私たちの戦争案内 Ⅱ

◦申込方法
◦所定の申込用紙に必要事項を記入のうえ、入学金・受講料を添えて、直接
事務局に持参、または現金書留にて郵送してください。郵便振替ご利用の
際は、申込用紙を別途郵送または事務局にお持ちください。

≪2018年度後期募集要項≫

◦定員　本科生40名（10月29日㈪より募集）
◦全講座 27 回（各週1〜2回程度）
◦本科生は、すべての講座を受講できます。その他、交流を深めつつ数講座
を集中して学ぶ夏季合宿（前期）や、懇親会などの企画があります。

◎聴講生20名
　シリーズを問わず、自由に講座が選べる８枚綴りの聴講チケットがあります。

◎本科生　入学金…1万円（次期以降は不要）
　受講料…前期：25,000円、後期：25,000円
◦前期５月、後期11月の開講時までにそれぞれ納入してください。
◎聴講生　聴講料 回数券…10,000円
◦聴講料納入と引き換えに８枚綴りの聴講チケットをお渡しします。
◦１回の受講料は本科より割高ですが、一般受講より割安になります。
◦2018年度後期の聴講チケットは、期間内のみ使用できます。
◎一般　受講料…1,500円（各講座1回につき）
◦本科生・聴講生以外の一般参加は、受付で現金にていただきます。

◦注意事項
◦HOWSゼミナールについては、会計が異なります。
◦講師の急病等やむを得ない事情により、日程・テーマ・講師等が変更にな
る場合があります。

◦費用

１、日本のナショナリズムと近現代
── 梅田正己著『日本ナショナリズムの歴史』（全４巻をテキストに）

Ⅲ　「神話史観」の全面展開と軍国主義
Ⅳ　国家主義の復活から自民党改憲草案まで

世話人＝渥美　博（編集者）／土松克典（韓国労働運動研究）
　現天皇を支持、または好感をもつものが「国民」の7～８割、朝鮮を「脅威」
に感じるものが８割に達する状況が出現している。日本ナショナリズム・軍国
主義の崩壊を経てなおこうした状況にあるのは、支配階層のたゆみない思想攻
撃による。同時にそれは、人民の闘いの不全、敗北をも物語る。
　こうした歴史をみずから直視し、検証することなしには、真に人民の未来は
切り開けない。
　そのための素材として『日本ナショナリズムの歴史』全4巻（高文研刊、
2017年10月）をテキストに５月の前期から１年を通じて考えてゆく。

①12月８日㈯／②１月12日㈯／③２月16日㈯／
④３月23日㈯
　後期は各巻を２回ずつの講座で受講生が報告して行ない、全4回とする。第
4回目に梅田正己さんにゲストで参加していただく予定。

２、原則に立ち返り、闘う労働運動の
再建を！

　「第4次産業革命」と称される社会、経済の変容の下で、フリーランスや個
人請負など＜雇用されない働き方＞が広がっている。わずか17パーセントと
いう組織率や年間100件に満たない争議件数に示されるこの国の衰弱した労働
運動の、その基礎そのものが掘り崩されつつあるのだ。
　いま労働者、労働組合が分断を克服し集団的な力と戦闘性を回復するために
は、運動の原則の確認と実践こそが必要だ。

①2019年１月19日㈯　国鉄闘争のなかで考えたこと
　──国労稚内闘争団とユーズカンパニーの30年

講師＝田中　博（元国労稚内闘争団）
ビデオ『切り捨てニッポン』（50分）上映

②２月27日㈬　労働組合運動は職場闘争を軸に
報告＝遠藤常夫（清掃労働組合中央支部委員長中部全労協事務局長　　　 ）
③３月27日㈬　「雇用されない働き方」はバラ色か
　──フリーランスの労働問題を考える
　講師＝北　健一（ジャーナリスト）

３、インターナショナルな思想を培おう！
諸国人民の経験から学ぼう！

　支配階級が人民を統治する際の最強の武器であるナショナリズムの克服は、
いよいよ急務となっている。ＨＯＷＳは、創設以来、帝国主義支配に抗して闘
う世界の労働者・人民と国境を越えて連帯する思想の形成と実践を、最重要の
課題として掲げてきた。それは、とりもなおさず、日本の労働者・人民の闘う
主体の確立に通ずる道でもあるからだ。

①11月10日㈯　ロシア十月社会主義革命101周年記念集会

講演＝「社会主義とは何か─ラテンアメリカの経験に学ぶ」
　講師＝富山栄子（国際交流平和フォーラム）
②11月17日㈯　朝鮮民主主義人民共和国が目指す社会とその現状
──８月３日から10日までの訪朝の記録と日本人民の課題
報告＝日朝学術教育交流協会・千葉ハッキョの会  合同訪問団
「８日間の映像でみる朝鮮の今」を上映

③2019年３月９日㈯　３・８国際婦人デー集会

４、大西巨人『神聖喜劇』を読む
── 光文社文庫版（全五巻）をテキストに
アドバイザー＝立野正裕（元明治大学教員）
　　　　　　　山口直孝（二松学舎大学教員）

　アジア太平洋戦争中の対馬兵営を舞台に、青年知識人東堂太郎が不条理に抵
抗しながら回生していくさまを描いた本作は、20世紀文学の傑作と評価されて
いる。全五巻、文庫本で2,500ページの大作を１年かけて読み、主人公たちが
たたかう精神をいかにつちかい、連帯する可能性をはぐくんでいったかを検証
し、その今日的意義を探っていく。  （各回とも午後６時45分開始）

①12月５日㈬
「第一部　絶海の章」── 東堂太郎の虚無主義
報告＝伊藤龍哉 （光文社文庫版第一巻）

②2019年１月16日㈬
「第二部　混沌の章」── 大前田軍曹の「聖戦」批判
報告＝斉藤光太郎 （光文社文庫版第一巻）

③２月13日㈬
「第三部　運命の章」──「安芸」の彼女の諦念
報告＝首藤　滋 （光文社文庫版第二巻）

④３月13日㈬
「第四部　伝承の章」── 村崎一等兵の階級意識
報告＝飯島　聡 （光文社文庫版第二巻）

　このシリーズは、受講生が分担して報告を行ない、１年間を通して行なって
いきます。

５、時代と切り結ぶ思想
①11月24日㈯　映画『教えられなかった戦争・沖縄編』上映

発言＝斉藤光太郎（HOWS受講生）
②2019年１月26日㈯　明治150年と天皇制

講師＝原　武史（放送大学教授）
③２月６日㈬　「あのとき」の青年と向き合う

── オウム真理教から天皇制の問題へ
報告＝伊藤龍哉（HOWS受講生）

④２月23日㈯　「復興五輪」の宣伝の陰で
── 環境派を利用せよ！ 驚愕の収奪作戦 ─ いま、東北地方で起きていること
講師＝金野正晴（自営業）
⑤３月20日㈬　マルクス生誕200年

──『資本論』の生命力を実証する
講師＝鎌倉孝夫（埼玉大学名誉教授）

６、世界の短編小説を読む
講師＝立野正裕（元明治大学教員）

　北欧文学はきびしい北方の風土を反映し、簡潔無比の文体のなかに人間のぎ
りぎりの生き方を見つめ表現したものが多い。あまたの傑作群からよりすぐり、
今期は以下の四作品を読む。  （各回とも午後６時30分開始）。

①11月14日㈬　イプセン『ヘッダ・ガーブレル』（岩波文庫）
②12月12日㈬　アンデルセン「影法師」
  （岩波文庫『アンデルセン童話集』第三巻収録）

③2019年１月23日㈬　ディーネセン『バベットの晩餐会』
  （ちくま文庫）

④２月20日㈬　ラーゲルクヴィスト『バラバ』（岩波文庫）

７、この人にきく
①12月15日㈯　キューバの女性政策 

講師＝キューバ大使館書記官：クラウディオ・モンソン
　　　　　　　　　　　　　　パトリシア・フレチージャ
②2019年１月30日㈬　第四次安倍内閣の改憲攻撃とどう闘うか
　── 改憲発議、天皇制、自衛隊　われわれの闘いを展望する

講師＝内田雅敏（弁護士／戦争をさせない1000人委員会事務局長）
③３月２日㈯　朝鮮半島問題と日本の朝鮮植民地支配責任

講師＝纐纈　厚（明治大学特任教授）
④３月16日㈯　ミンダナオ島におけるカニバリズム
　── 旧日本軍兵士による住民・戦友人肉食事件
　講師＝佐々木辰夫（アジア近現代史研究）

11月10日㈯   18時開場　　
18時30分開会

講　演＝社会主義とは何か
── ラテンアメリカの経験に学ぶ

講　師＝富山栄子（国際交流平和フォーラム）
参考上映＝『チリの闘い』（1975・76・78年　監督＝パトリシオ・グスマンチリ・フランス・キューバ　　　　　　　　　）
　　　　「第２部　クーデター」（1976年・88分）

会　場＝東京・文京区シビックセンタースカイホール（26階）

2018年度後期  開講講座 ロシア十月社会主義
革命101周年記念集会


